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研究成果の概要（和文）：　欧米の広告主側企業におけるマネージャー・クラスへのインタビュー調査と、日本
の広告主に対するアンケート調査により、欧米と日本の広告主側クリエイティブマネジメントの違いが浮きぼり
に出来た。
　例えば、欧米における広告主側クリエイティブ・マネジメントでは、「ビジョンfromトップ / アイディア
fromボトム」型の意思決定構造が見て取れることや、日本では「広告代理店主導型の統合」が一般的であるのに
対して欧米では「広告主主導型の統合」が一般的であること、またその場合の統合の方法論として「コアアイデ
ィア先行型インテグレーション」が用いられている、等だ。
　これらの点は日本の広告主側のヒントになり得る。

研究成果の概要（英文）： The study shows us the difference between Western style of Creative 
Management and Japanese style of that from client side.We interviewed 11 managers from Western 
clients and  did a survey by questionnaire for Japanese clients.
 For example, in Japan,"Agency Driven Integration"is common,but in US and Europe,"Client Driven 
Integration" is more popular.
 These knowledge can be hints for Japanese clients in terms of Creative Management.

研究分野：広告論、広告クリエイティブ論、広告ビジネス論

キーワード： クリエイティブ・マネジメント　広告クリエイティブ　デジタルシフト　ソーシャルシフト　クライア
ント　エージェンシー・リレーションシップ　統合型マーケティング　コアコンテンツ
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１．研究開始当初の背景 
 
 広告クリエイティブの担い手は、一方は広
告代理店を始めとするサービス提供側だが、
もう一方は発注を行う広告主側である。広告
クリエイティブは広告主側の発注に基づい
て行われ、広告主側からの承諾を得られなけ
れば、世に出て存在することが出来ない。よ
って、クリエイティブ・マネジメントの本質
的な担い手は、大元の発信者である広告主側
だと考えられ、クリエイティブが必要な変化
を遂げるためには、広告主側のその領域にお
ける“マネジメントの在り方”の変化が必要
不可欠となる。 
 また、広告のクリエイティブは現在、デジ
タルメディア＆ソーシャルメディアの台頭
とマスメディアの凋落により、大きく変化せ
ざるを得ない状況にさらされている。1995 年
の Windows95 の発売、2000 年頃からのブロー
ドバンドの普及、2005 年前後に始まったソー
シャルメディアの台頭は、マスメディアのパ
ワーの低下をもたらし、広告費の主な投入先
として「4 マス」と言われたマスメディアの
うち、2004 年にはラジオを、2007 年には雑
誌を、2009 年には新聞までをも抜き去り、イ
ンターネット関連広告費はテレビ広告に次
ぐ第 2位の存在となった。テレビは依然とし
て広告費投入先のトップの地位を守ってい
るが、テレビの番組自体がツイッター等のソ
ーシャルメディアの活用を積極的に図って
おり、広告のクリエイティブは、デジタル＆
ソーシャルメディアの存在を意識せざるを
得ない状況に迫られている。 
 そんな中、欧米系のグローバル企業のこの
分野のマネジメント体制は、20 年前とは激変
し、さらにここ数年で急速に大きな変化を遂
げているように思われる。その変化の度合い
について、日本の広告主企業と比較すると、
日本企業の“変化の遅さ”が顕著である。 
そのポイントは以下の(1)～(3)のとおり。 
(1)日本で行われていないチャレンジ性（ソ
ーシャルメディアとテレビ CM とのリアル
タイム連動など。また、当該分野への大胆
な予算シフト。） 
(2)日本で一般的ではない常識の存在（ソー
シャルメディアで製品やサービスを発信
するファン＝ブランド・アドボケーツの活
用など） 
(3)日本では普通設けられていない「コミュ
ニティ・マネージャー」という職種（ブラ
ンド・コミュニティーをマネジメントする
役割）の存在 
 そこで研究代表者は、欧米と日本との広告
クリエイティブ・マネジメントの格差につい
て着目し、本研究の着想に至った。 
 
 
 
 
 

２．研究の目的 
 
 本研究では、グローバル化が進む現代にお
いて、日本の広告クリエイティブ・マネジメ
ント改革の一石として、欧米における事例を
基とした、広告主側によるクリエイティブ・
マネジメントに着目し、欧米と日本の比較を
通じて、その変化と現状、広告クリエイティ
ブの在り方の違いを明らかにし、激変する環
境に対応可能なクリエイティブ・マネジメン
トのモデル形成を行うことを目的とした。 
 また、デジタル＆ソーシャルメディアへの
対応を軸に、「日本の広告主側のクリエイテ
ィブ・マネジメント進化のヒント」を探り出
していった。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究のポイントは以下の(1)～(4)のと
おり。 
(1)あまり知られていない“欧米企業の現在
のクリエイティブ・マネジメントの在り
方”を明らかにする。 
(2)上記(1)で明らかになった実態と“日本企
業の現在のクリエイティブ・マネジメント
の在り方”の比較検討。 
(3)両者に相違が確認できた場合、その相違
点の分析。 
(4)上記(3)の分析結果から日本企業が目指
すべき変化の在り方及びその可能性を導
き出す。 
※なお、調査結果で相違がない場合は“相違
がないことの発見”に意義がある 
 以上(1)～(4)について、以下の①～③の方
法によって、研究を実施した。 
①広告クリエイティブ自体の変化に関する
事例研究について、国際広告賞受賞作など
を中心に文献・動画資料にて調査、及び国
際広告祭等の現地調査。 
②上記①での知見を元に、欧米において広告
クリエイティブの変化を可能にさせた要
因である広告主側のクリエイティブ・マネ
ジメントの在り方に関して、欧米の広告主
担当者が集まる国際マーケティング・カン
ファレンス等にて現地調査、インタビュー
による定性調査。 
③上記①②を比較し、日本の広告主側のクリ
エイティブ・マネジメントの在り方につい
て、日本の広告主側担当者へ定量調査 
 
●調査先 
・WOMMA サミット 
・カンヌライオンズ 
・World Federation of Advertisers（WFA） 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
(1)広告クリエイティブ自体の変化について、
世界最高峰のイベントであるカンヌライ
オンズの受賞事例をメインに調査し、幾つ
かの傾向を把握。例えば、2017 年における
「起点創造型クリエイティブ」などの新し
い傾向を見出した。 
(2)欧米の広告主側企業における広告コミュ
ニケーションに携わる部署のマネージャ
ー・クラスへのインタビュー調査、具体的
には、2015 年 11 月 2 日～4 日にマイアミ
で開催された WOMMA（アメリカのクチコミ
マーケティング協会）サミットにて 6名の
広告主、2016 年 3月 15 日～18 日にクアラ
ルンプールで開催された WFA（世界アドバ
タイザーズ協会）年次総会にて 5名の広告
主と WFA 事務局長にインタビュー調査（計
11 名+1 名）を実施した。結果、統合をミ
ッションとするセクションや部署を作っ
ている会社があったことや、広告主側マネ
ージャー達がディスカッションで統合を
図っているなどの、未知の知見が得られた。 
(3)2018 年 6 月～8 月にかけて、日本の広告
主（日本アドバタイザーズ協会会員社 292
社）を対象としたアンケート調査を実施し、
ほとんどの企業がデジタルシフト / ソー
シャルシフトの対応の必要性を感じてい
るがいまだ対応にはバラツキがあること
やマスメディアとデジタル / ソーシャル
の統合に関してはマスメディア担当が中
心となる企業が 40%あるのに対してブラン
ドマネージャー等の事業部側が中心とな
るケースも 30%弱見られることなど、の知
見が得られた。 
(4)上記(1)、(2)、(3)を通じて、日本の広告
主側クリエイティブマネジメントへのヒ
ントを幾つか抽出することが出来た。例え
ば、欧米における広告主側クリエイティ
ブ・マネジメント、その意思決定に関して
言えば、「ビジョン from トップ / アイデ
ィア from ボトム」型の意思決定構造が見
て取れることや、日本では「広告代理店主
導型の統合」＝「エージェンシー・ドリブ
ン・インテグレーション（Agency Driven 
Integration）」が一般的であるのに対して
欧米では「広告主主導型の統合」＝「クラ
イアント・ドリブン・インテグレーション
（Client Driven Integration）」が一般的
であること、またその場合の統合の方法論
として、“初期の段階で様々な領域での展
開の核となり得るコアアイディアをそれ
ぞれが持ち寄り、いちばん納得したものに
決め、そのいったん決定したコアアイディ
アを各領域で展開する具体案の策定に入
る”といった「コアアイディア先行型イン
テグレーション」が用いられている、など
だ。 
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